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第１章 長寿命化修繕計画の目的

1-1. 目的

本巣市が管理する門型標識について、従来の「事後保全型」から５年に一度実施する定期

点検に基づき、損傷が軽微な段階で修繕を行う「予防保全型」に転換し、事故の未然防止や

コスト縮減・予算の平準化を実現するため、「門型標識等点検要領（国土交通省 道路局 令

和６年３月）に基づいた、定期点検を実施し、計画的な修繕を行い、予算の平準化及び維持

管理コスト縮減を目的として長寿命化修繕計画を策定するものとします。

1-2. 対象門型標識

対象施設：門型標識 ４基

全景（起点側）2-3133-M-03 全景（終点側）2-3133-M-04

全景（起点側）2-3142-M-11 全景（終点側）2-3142-M-12



構造諸元（2-3133-M-03）

構造諸元（2-3133-M-04）

構造諸元（2-3142-M-11）

構造諸元（2-3142-M-12）

施設名・形式 管理番号 路線名 所在地

道路標識・門型式 2-3133-M-03 本巣3133号線 本巣市木知原

代替路線の有無 緊急輸送道路 自専道 or一般道 車道幅員（m）

有 その他 一般道 4.2

設置年度 その他

不明 樽見鉄道 高さ制限標識

施設名・形式 管理番号 路線名 所在地

道路標識・門型式 2-3133-M-04 本巣3133号線 本巣市木知原

代替路線の有無 緊急輸送道路 自専道 or一般道 車道幅員（m）

有 その他 一般道 4.2

設置年度 その他

不明 樽見鉄道 高さ制限標識

施設名・形式 管理番号 路線名 所在地

道路標識・門型式 2-3142-M-11 本巣3142号線 本巣市日当

代替路線の有無 緊急輸送道路 自専道 or一般道 車道幅員（m）

有 その他 一般道 4.7

設置年度 その他

不明 国道157号 高さ制限標識

施設名・形式 管理番号 路線名 所在地

道路標識・門型式 2-3142-M-12 本巣3142号線 本巣市日当

代替路線の有無 緊急輸送道路 自専道 or一般道 車道幅員（m）

有 その他 一般道 4.7

設置年度 その他

不明 国道157号 高さ制限標識



1-3. 位置図

2-3133-M-03
2-3133-M-04

2-3142-M-11
2-3142-M-12



第２章 長寿命化修繕計画の基本方針

これからの門型標識の維持管理は、予防保全型による維持管理コスト縮減や予算の平準

化等、効率的・効果的な維持管理を実施します。

2-1. 計画期間

本計画の期間（行動計画）は、令和8年度から令和17年度までの10年間としま

す。

門型標識年次計画

※R8修繕済み。（文字標記の補修、標識の支柱金具の復旧）

2-2. 維持管理の基本方針

（1）維持管理手法

門型標識の維持管理は、定期点検による健全性の診断を基に、構造物の損傷が軽微な

段階で対策を講じる「予防保全型」とすることでライフサイクルコストの縮減を図る。

（2）管理基準

門型標識は、当該施設の点検・診断結果に基づき、措置の要否を判断し計画的な修繕

を行う。管理基準は、健全性の判定区分を指標として設定する。

健全性の判定区分は、Ⅲ・Ⅳを発生させないよう管理することを基本とする。

ただし、判定区分Ⅲ・Ⅳと評価された際は、Ⅳの対策を最優先、次いでⅢの対策を優先

的に実施する。

2-3. 定期点検の基本方針

（1）定期点検時期のサイクル計画

点検時期のサイクルは、5年に1度の頻度で門型標識等点検要領（国土交通省 道

路局 令和6年3月）に準拠して、近接目視により定期点検を実施する。このほか、

日常点検（パトロール）、緊急点検に種別されます。

施設名
健全性

区分

点検計画

R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16 R17

2-3133-M-03 Ⅱ 〇 〇

2-3133-M-04 Ⅲ※ 〇 〇

2-3142-M-11 Ⅲ※ 〇 〇

2-3142-M-12 Ⅱ 〇 〇



（2）点検手法

第3章 修繕の基本方針

「予防保全型」による措置では、道路交通の安全確保およびコスト縮減を図るため、損傷

が深刻化する前の（判定区分Ⅱ）予防保全段階で修繕を実施します。

門型標識等の管理基準は、下表の健全性の判定区分を指標とする。

（1）健全度の診断

定期点検では、門型標識等点検要領（国土交通省 道路局 令和6年3月）に基づ

いて、健全度評価をおこないます。

1）門型標識の健全性の診断は、下表の判定区分により評価します。

健全性の判定区分

■対策内容と実施時期

（1）実施時期

・予防保全段階【判定区分Ⅱ】で修繕を実施します。

・早期措置段階【判定区分Ⅲ】は、次回点検時まで修繕を実施します。

・緊急措置段階【判定区分Ⅳ】は、発見後ただちに通行止等の緊急対応を行い、その

後、早急に修繕を実施します。

点検種別 点検内容

日常点検
・支柱、横梁および添架された標識板に異常がないか、車上から遠望

目視により実施

定期点検
・門型標識等定期点検要領に準拠し、5年に1回の頻度で近接目視

により実施

緊急点検 ・地震発生後や異常気象時に、施設の状態を把握するため実施

判定区分 状態

Ⅰ 健全 構造物の機能に支障が生じていない状態

Ⅱ 予防保全段階
構造物の機能に支障が生じていないが、予防保全の観点から

措置を講ずることが望ましい状態

Ⅲ 早期措置段階
構造物の機能に支障が生じる可能性があり、早期に措置を高

ずべき状態

Ⅳ 緊急措置段階
構造物の機能に支障が生じている、又は生じる可能性が著し

く高く、緊急に措置を講ずべき状態



（2）措置内容

・健全性の診断結果に基づき、道路の効率的な維持および修繕を図るために必要な措

置を講じます。

・補修・補強を行う場合は、詳細設計を行い、施設の機能性・耐久性を回復させるた

めの最適な対策方法を検討します。

（3）対策工法の選定

・対策工法は、門型標識の設置位置、環境条件、構造形式、損傷部材、損傷の種類、

損傷の状態、共用期間、施工実績を踏まえた最適な工法を選定します。

・補修による延命が困難な場合や更新したほうが経済的な場合があるため、概ね耐用

年数に達する門型標識については、利用状況、迂回距離、LCC 等を総合的に評価

し、更新や撤去についても検討します。



第4章 維持管理のシナリオ

今後、実施される定期点検結果から、修繕工事の優先順位を設定します。

【対策優先順位の評価フロー】

※当該の門型標識は、「指定なし」となります。

項番 項目 値
優先

順位

1
健全性

（施設の総合判定）

Ⅳ 1

Ⅲ 2

2 緊急輸送道路指定条件

1次緊急輸送道路 3

2次緊急輸送道路 4

3次緊急輸送道路 5

指定なし 6※

3 交通量 交通量が多い道路上 7

定期点検

健全性
判定区分：Ⅳ

緊急措置段階

判定区分：Ⅰ

健全

予防保全

判定区分：Ⅱ

予防保全段階

判定区分：Ⅲ

早期措置段階

優先順位評価

施設重要度

経過年数

損傷箇所

緊急輸送道路

※判定区分Ⅲで評価された場合は、

次回点検までに修繕工事を実施します。



第5章 長寿命化修繕計画の効果

長寿命化修繕計画に基づく修繕を実施することで、以下の効果が期待できます。

①健全性の向上

定期的な点検を実施することで、現状の状態を把握しながら適切な修繕工事を計画

的に実施することで、施設の安全性（健全性）が確保できます。

②コスト縮減

事後保全型（大規模工事）から予防保全型へ転換することで、効果的な維持管理が可

能となり、維持管理コストの縮減が期待できます。

③予算の平準化

修繕に関わる費用を予測して、予算の平準化を図った修繕計画を策定することで、計

画的な修繕が可能となります。

第6章 今後の取り組み

6-1. 維持管理に関する情報の管理・更新

（1）定期点検結果等の記録及び保存

定期点検および健全性の診断結果ならびに措置内容等は、所定の様式に記録し、デー

タベースに保存します。

これらデータは、損傷の経年劣化状況の把握、優先順位の設定、長寿命化計画の改定

等に利用し、門型標識等の維持管理を適切に実施します。

点検結果の所定様式



6-2. 新技術活用について

（1）新技術活用方針

門型標識の点検・修繕に関する技術は日々進化しており、点検時の安全性の向上、

修繕工事期間の短縮、点検・修繕費用の縮減など様々な効果が期待できます。

本市においても、国土交通省が公表している新技術情報提供システム（NETIS）や

点検支援技術性能カタログをはじめ、多くの新技術等について積極的に導入を検討

し、従来技術から新技術の活用へと転換を図ります。

（2）新技術等の活用に関する短期的な数値目標

門型標識4基に対し、令和17年度までの定期点検について新技術を活用すること

で、従来技術を活用した場合に比べて、約20万円のコスト縮減を目指します。

新技術活用工法（案）

6-3. 集約化・撤去について

（1）集約化・撤去に関する方針

集約化・撤去を検討した結果、本市が有する門型標識は、樽見鉄道及び国道157号

における高さ規制のため必要不可欠な施設であり、安全かつ円滑な交通を確保する観

点から、集約化・撤去を行うことは困難です。


